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554.加齢iこともなう毛織1fn管形態の変化と持久
後トレーニングの影饗
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rotlリ常務筋ではJJU鱗によって筋饗絡が生じるほか，務
員i流能力の低下がよもられることが報告されている，この…

袈阪としてモ総i血管の Jr~!Ltt変化が関採している ìïJ能性があ

るかもしれないe これまで義:者らはも純血管形態の変化!こ

は血管数や1f11管内経のぬjJがあることをトレーニングを負

荷したラットにおいて観察した(Int.J. Microcirc. 1997; 17: 

93~96). ところが加議官とも線通i管形態の i語録を総べた研究

ではその路方を加i止して形態2手紙を行ったものが見られ江
い‘そこで本研究では免骨格筋の毛織政管数と血管内践に

見られる方[J齢による形態変化を明会かにしようとした.さ

らに事者齢期の持久性トレーニングがそれらの形態に及iま

す第等専についての検討も加えた.

c方法]災犠には 4ヶ月齢 (4motlf)および 19ヶJ:j鍛(19
fl1(認めのWlstar系雄性ラットの進路筋を舟いた.また. 1 ()ヶ

FJ鈴のラット;こ20m!mIn事60m in， 5 days Iwkの条件で 19ヶ

月鈴までうンニングトレーニングを負荷した群ぐf19mo群)

を設けた形態符織にあたりグルタ…んアルヂヒ iごとパラ

フォルムア/レ戸ヒドの滋合液をJHいてJiH暖銘を檎流協定し，
それを摘出後‘エポンによって包場し浮き1μmの切片をミ

クロトームを月H'て作成した.それ告の切片から，融i橡解
析紫綬安援用しても総血管数および内j控の大きさを求め，

以下に述べる形態学的な指畿を算出した.

[結果と考察ド mo苦手(2221公56μrn2，M儲s:i:SD)と19mo若手。022:!::144μrnちでは筋線維の平均機断磁畿に有意援は総め
られないが，部殺が1000pm2以下の筋線維の総合{i4mol拝

金宅金体制.5%であったのに対し沙問嚇では.13.91ちて'あった.

毛鎚i血管?の形態では，毛織1ln.管/筋毅綾数の上七(4lllO若手;

2.0まO.lt19mo群;2.6=0.1)や毛麓11血管饗.I3{(4mo護学;1111凶8

!mm2， 1.9 mo群;q77ゑ 97/mm2)カ叫moif手よち19mo君主で有
;窓におかった.毛織jfil管内践的i道援には援はなかった
(5.~5.4 μm)留また，ランニングトレーニングを負荷した

T19 mo群では. I潟じ月齢のコントロールである19mn群ょ

っ筋線維織猷部議(2664=129μぉ12)が有慈に高鍍を訴し，

1000，um2以下の務総縁台釣合は5.2Qるであ♂ったゆそして屯級

i抱管数や内JJおこ変化は3もられなかった.このようにトレー
ニングによって筋議織が抑鱗されたが，司主総1m管数に変化
はなかったことから、 T19mo訴の毛織鼠管密度(1065:::35

Imm2)は19rno群より脊3震に散かったe

以上の結果より，本研究では19ヶ月齢ラットはこの時期に

すでに務婆絡が生じるもののー毛綴j怠管数の減少や内授の

縮小などは総こらないことが明らかとなった.また，この

月齢のラットの持久性トレーニング拭務の~態総務に効果
的であった苛
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